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都市計画マスタープランの策定にあたって 

 

 本市は、旧黒磯市、旧西那須野町、旧塩原町が合併し、

平成１７年１月１日に那須塩原市として誕生いたしま

した。 

 本市をとりまく社会経済情勢は、人口減少や高齢化社

会という時代の転換点を迎えて、大きく変化しようとし

ており、これらの変化に対応するため、計画的な市街地

の整備や市街化の誘導等が求められております。 

このようなことから、本市の目指すべき都市の将来像と、その実現に向けた取組の

方向性等を整理するため、旧３市町の都市計画マスタープランを統合し、新たに那須

塩原市都市計画マスタープランを作成いたしました。 

 この都市計画マスタープランは、那須塩原市における都市の将来像や土地利用を明

らかにして各地域のまちづくりの方針を定めることにより、本市における都市計画の

総合的な指針としての役割を果たすものであります。 

 この計画の基本的な方針は、今後予想される人口の減少や高齢化等に対応するため、

従来の人口増加に伴う都市の拡大、成長を前提としたまちづくりから、集約型都市構

造への転換を進めていくというものです。 

 今後は、那須塩原市の将来像である「人と自然がふれあうやすらぎのまち 那須塩

原」を実現していくために、市民、事業者、行政がそれぞれの責任と役割を果たしな

がら互いに協働し、努力していきたいと考えています。 

 最後に、この計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提言をいただいた市民のみな

さまや、市民懇談会、都市計画審議会の委員各位をはじめ、この計画の策定に関わっ

た多くのみなさまに深く感謝を申し上げます。 

 

平成２１年３月 

                 那須塩原市長  栗 川  仁 
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